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み
ん
な
に
豊
か
な
人
生
か
ど
う
か 

考
え
る
月
間
（
地
区
） 

平
成
26
年
５
月
15
日
（
木
） 

会
員
卓
話 

於 

名
古
屋
東
急
ホ
テ
ル 

 
 

会
員 

60
名 

出
席
計
算
数 53

名
中
47
名
出
席 

出
席
率
88
・
68
％ 

前
々
回
出
席
率
１
０
０
％ 

  

例
会
プ
ロ
グ
ラ
ム 

★
鬼
頭
親
睦
合
唱
祭
実
行
委
員
長 

・
第
19
回
全
日
本
Ｒ
Ｃ
親
睦
合
唱
祭

チ
ケ
ッ
ト
案
内 

★
近
藤
明
美
親
睦
活
動
委
員
長 

・
最
終
夜
間
例
会
案
内 

  

ロ
ー
タ
リ
ー
ソ
ン
グ 

 

「
奉
仕
の
理
想
」 

指 

揮 

者 
 

 

岡
村 

隆
德 

ピ
ア
ノ
伴
奏 

 
 

冨
板 

玲
子 

  

ゲ
ス
ト 

会
員
組
織
委
員
会
ゲ
ス
ト 

神
谷
ベ
ル
ト
株
式
会
社  

代
表
取
締
役
社
長 

神
谷
信
次
さ
ん 

株
式
会
社
カ
ジ
ウ
ラ 

代
表
取
締
役
社
長 

家
田
高
蔵
さ
ん 

株
式
会
社
メ
イ
ブ
ン
Ｋ
２ 

代
表
取
締
役
社
長 

 佐
々
部
幸
治
さ
ん 

  

ニ
コ
ボ
ッ
ク
ス 

ゲ
ス
ト
の
皆
様
よ
う
こ
そ
お
越
し
下
さ

い
ま
し
た
。
桑
山
さ
ん
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。 

 
 

 
 

木
村 

光
徳 

ゲ
ス
ト
の
み
な
さ
ま
ロ
ー
タ
リ
ー
に
よ

う
こ
そ
。 

 
 

 
 

 

渡
辺 

観
永 

桑
山
さ
ん
本
日
の
会
員
卓
話
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。 

 
 

岡
村 

隆
德 

い
よ
い
よ
合
唱
祭
が
近
づ
い
て
き
ま
し

た
。
皆
様
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。 

鬼
頭 

茂
成 

ゴ
ル
フ
優
勝
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。
祝

賀
会
も
し
て
頂
き
、
有
り
難
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。 

 
 

 
 

 

林 
 

順
治 

仕
事
が
忙
し
く
長
ら
く
休
み
ま
し
た
。

近
藤
宏
一
郎 

近
藤
明
美
さ
ん
、
素
敵
な
写
真
集
を
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 武

藤
恵
美
子 

田
崎
さ
ん
、
吉
田
憲
一
さ
ん
、
あ
り
が

と
う
。 

 
 

 
 

 
 

岡
田 

尚
彦 

結
婚
記
念
日
で
す
。 

 

横
井 

 

衞 

 
 

 
 

 

杉
本 

英
夫 

川
口
さ
ん
ス
テ
キ
な
お
花
あ
り
が
と
う
。

猫
の
花
ち
ゃ
ん
が
離
れ
ま
せ
ん
。 

松
永 

裕
子  

 

会
長
挨
拶 

 
会
長 

木
村 

光
徳 

       

 

今
日
は
日
本
か
ら
一
番
近
い
英
語
圏

の
島
サ
イ
パ
ン
に
つ
い
て
述
べ
さ
て
頂 

き
ま
す
。 

 

日
本
人
の
旅
行 

先
と
し
て
は
グ
ア 

ム
島
と
同
じ
様
な 

マ
リ
ン
ス
ポ
ー
ツ
、 

ゴ
ル
フ
の
為
の
リ 

ゾ
ー
ト
と
し
て
考 

え
ら
れ
て
い
ま
す 

が
、歴
史
的
に
は
、 

日
本
と
の
関
係
で 

か
な
り
異
な
っ
て 

い
ま
す
。 

グ
ア
ム
島
は
、 

第
２
次
世
界
大
戦 

開
戦
と
同
時
に
統 

治
し
て
い
た
ア
メ 

リ
カ
軍
を
放
逐
し
、 

終
戦
１
年
前
に
ア 

メ
リ
カ
軍
に
奪
還

さ
れ
る
ま
で
の
２

年
８
ヶ
月
間
程
統

治
し
た
島
で
す
。

一
方
サ
イ
パ
ン
は
、

第
１
次
世
界
大
戦 

の
後
に
ド
イ
ツ
か
ら
割
譲
さ
れ
、
そ
の

後
第
２
次
世
界
大
戦
の
終
戦
１
年
程
前

ま
で
日
本
が
統
治
し
て
い
た
島
で
す
。 

日
本
統
治
時
代
に
は
、
砂
糖
の
巨
大

農
場
が
有
り
、
ま
た
大
き
な
製
糖
工
場

も
存
在
し
て
い
ま
し
た
の
で
、
日
本
及

び
当
時
日
本
領
で
あ
っ
た
台
湾
・
朝
鮮

の
民
間
人
も
３
万
人
以
上
居
住
し
て
い

ま
し
た
。
ま
た
戦
略
的
に
も
大
変
重
要

で
、
こ
の
島
を
奪
還
さ
れ
る
と
日
本
本

土
へ
の
爆
撃
が
可
能
に
な
っ
て
し
ま
う

の
で
、
戦
時
中
に
は
日
本
兵
が
大
量
に

投
入
さ
れ
ま
し
た
が
、
連
合
軍
と
の
激

戦
の
末
敗
れ
、
日
本
側
の
戦
死
者
は
軍

人
が
約
２
万
５
千
人
、
民
間
人
が
５
千

人
以
上
に
の
ぼ
り
、
南
方
戦
線
で
も
最

も
悲
惨
な
島
と
な
り
ま
し
た
。
２
０
０

７
年
に
は
天
皇
・
皇
后
両
陛
下
が
慰
霊

の
為
に
だ
け
行
幸
さ
れ
ま
し
た
が
、
こ

れ
は
皇
室
と
し
て
も
初
め
て
の
事
で
し

た
。 

 

現
在
は
マ
リ
ン
ス
ポ
ー
ツ
、
特
に
水

の
透
明
度
が
高
く
、
ダ
イ
ビ
ン
グ
愛
好

者
に
と
っ
て
は
大
変
人
気
が
有
り
ま
す
。

ゴ
ル
フ
場
も
数
多
く
有
り
、
日
本
そ
し

て
最
近
で
は
韓
国
、
中
国
等
ア
ジ
ア
の

国
々
か
ら
も
多
く
の
観
光
客
が
訪
れ
て

い
ま
す
が
、
至
る
所
に
第
２
次
世
界
大

戦
の
残
骸
・
傷
跡
が
残
っ
て
お
り
、
完

全
に
リ
ラ
ッ
ク
ス
し
て
楽
し
む
事
が
出

来
な
い
日
本
人
も
少
な
か
ら
ず
い
る
の

で
は
な
い
か
と
感
じ
ま
し
た
。 

  

会
員
卓
話 

「
こ
れ
か
ら
の
幼
児
教
育
」 

ク
ラ
ブ
奉
仕
委
員
会 

桑
山 

光
俊
さ
ん 
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国
際
ロ
ー
タ
リ
ー
・
ニ
ュ
ー
ス 

２
０
１
４
年
５
月
28
日   

切
手
が
物
語
る
ロ
ー
タ
リ
ー
の
足
跡 

ロ
ー
タ
リ
ー
の
活
動
は
、
80
年
以
上

に
わ
た
り
、
世
界
各
国
で
記
念
切
手
に

よ
っ
て
称
え
ら
れ
て
き
ま
し
た
。 

初
め
て
登
場
し
た
記
念
切
手
は
、
オ

ー
ス
ト
リ
ア
の
ウ
ィ
ー
ン
で
開
か
れ
た

Ｒ
Ｉ
国
際
大
会
を
記
念
し
て
１
９
３
１

年
に
重
ね
刷
り
さ
れ
た
も
の
で
、
こ
れ

は
後
に
公
式
切
手
と
な
り
ま
し
た
。
以

来
、
１
９
４
０
年
の
ハ
バ
ナ
国
際
大
会

（
キ
ュ
ー
バ
）
、
１
９
６
１
年
と
１
９
７

８
年
の
東
京
国
際
大
会
、
１
９
８
１
年

の
サ
ン
パ
ウ
ロ
国
際
大
会（
ブ
ラ
ジ
ル
）
、

１
９
８
７
年
の
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
国
際
大
会

（
ド
イ
ツ
）
な
ど
、
数
々
の
国
際
大
会
を

記
念
し
て
切
手
が
発
行
さ
れ
ま
し
た
。 

１
９
５
５
年
の
ロ
ー
タ
リ
ー
の
50
周
年

記
念
の
と
き
に
は
、
27
カ
国
が
記
念
切

手
を
発
行
し
ま
し
た
。
そ
の
多
く
に
は

な
じ
み
の
ロ
ー
タ
リ
ー
の
イ
メ
ー
ジ
が

刷
り
込
ま
れ
て
い
ま
す
。
例
え
ば
、
ギ

リ
シ
ャ
で
は
、
ロ
ー
タ
リ
ー
の
車
輪
に

数
字
の
50
を
組
み
込
ん
だ
切
手
が
発

行
さ
れ
ま
し
た
。
ポ
ー
ル
・
ハ
リ
ス
の

顔
や
そ
の
国
の 

代
表
的
な
景
色
な
ど

も
よ
く
見
ら
れ
る
デ
ザ
イ
ン
で
す
。 

ロ
ー
タ
リ
ー
の
75
周
年
に
は
、
ベ
ニ

ン
、
キ
プ
ロ
ス
、
ジ
ブ
チ
、
ド
ミ
ニ
カ
、 

     

ガ
ー
ナ
、
イ
ラ
ン
、
そ
の
他
各
国
が
記

念
切
手
を
発
行
し
ま
し
た
。
オ
ラ
ン
ダ

領
ア
ン
テ
ィ
ル
諸
島
の
郵
便
局
で
は
、

特
別
な
絵
葉
書
や
切
手
を
何
種
類
も
発

行
し
た
上
、
ロ
ー
タ
リ
ー
の
徽
章
の
形

を
し
た
消
印
を
つ
く
り
75
周
年
を
祝
い

ま
し
た
。
ま
た
モ
ル
デ
ィ
ブ
で
は
、
保

健
、
飢
餓
救
済
お
よ
び
人
間
性
尊
重
補

助
金
を
モ
チ
ー
フ
に
、
切
手
が
発
行
さ

れ
て
い
ま
す
。 

２
０
０
５
年
に
は
、
ロ
ー
タ
リ
ー
の

百
周
年
を
祝
っ
て
フ
ラ
ン
ス
、ガ
ー
ナ
、

ペ
ル
ー
、
ト
ー
ゴ
で
記
念
切
手
が
発
行

さ
れ
ま
し
た
。 

記
念
切
手
に
は
、
各
国
の
ロ
ー
タ
リ

ー
の
記
念
日
や
、
実
施
さ
れ
た
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
や
人
道
的
活
動
を
称
え
て
発
行

さ
れ
た
も
の
も
あ
り
ま
す
。
１
９
６
０

年
に
ボ
リ
ビ
ア
で
発
行
さ
れ
た
切
手
は
、

ラ
パ
ス
・
ロ
ー
タ
リ
ー
・
ク
ラ
ブ
が
後

援
し
た
小
児
科
病
院
の
建
設
を
記
念
し

た
も
の
で
、
ロ
ー
タ
リ
ー
の
徽
章
が
刷

り
込
ま
れ
て
い
ま
す
。フ
ィ
ジ
ー
で
は
、

同
国
が
ロ
ー
タ
リ
ー
創
立
40
周
年
を

迎
え
た
１
９
７
６
年
に
、
救
急
車
を
購

入
す
る
た
め
に
募
金
活
動
を
行
っ
た
ク

ラ
ブ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
記
念
し
た
切

手
が
発
行
さ
れ
ま
し
た
。 

ロ
ー
タ
リ
ー
の
記
念
切
手
を
収
集
し

て
い
る
ロ
ー
タ
リ
ア
ン
は
た
く
さ
ん
い

ま
す
。 

１
９
５
５
年
以
来
、
ロ
ー
タ
リ

ー
切
手
収
集
国
際
親
睦
グ
ル
ー
プ
と
し

て
知
ら
れ
る
グ
ル
ー
プ
は
、
記
念
切
手

を
収
集
し
、
ロ
ー
タ
リ
ー
の
切
手
に
関

す
る
資
料
を
調
査
し
て
い
ま
す
。 

 

国
際
ロ
ー
タ
リ
ー
・
ニ
ュ
ー
ス 

２
０
１
４
年
２
月
２0
日   

障
害
の
あ
る
子
ど
も
た
ち
の
た
め
の 

音
楽
学
校 

ポ
ー
ラ
ン
ド

の
ル
ブ
リ
ン
に

は
、
ロ
ー
タ
リ

ー
会
員
が
設
立

し
た
障
害
を
も

つ
子
ど
も
た
ち

の
た
め
の
音
楽

学
校
が
あ
り
ま

す
。「
ポ
ー
ル
・

ハ
リ
ス
記
念
ル

ブ
リ
ン
音
楽
学 

校
」
と
名
付
け
ら
れ
た
こ
の
学
校
は
、

ポ
ー
ル
・
ハ
リ
ス
を
記
念
し
て
建
て
ら

れ
、
ダ
ウ
ン
症
、
自
閉
症
、
視
覚
障
害

が
あ
る
子
ど
も
た
ち
約
20
人
が
通
っ
て

い
ま
す
。L

u
b

lin
-

C
e
n

tru
m

-
 

M
a

ria
 C

u
rie

-
S

k
lo

d
o

w
s
k
a

ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
は
、
こ
の
学
校
の

設
立
に
あ
た
り
、
ロ
ー
タ
リ
ー
財
団
の

マ
ッ
チ
ン
グ
・
グ
ラ
ン
ト
と
、
地
元
の

音
楽
協
会
か
ら
の
支
援
を
受
け
ま
し
た
。 

先
天
性
視
覚
障
害
が
あ
る
マ
テ
ウ
ス

君
の
両
親
、
マ
リ
ウ
ス
・
カ
ニ
ア
さ
ん

と
妻
の
ヨ
ア
ナ
さ
ん
は
、
マ
テ
ウ
ス
君

が
活
発
に
活
動
で
き
る
き
っ
か
け
を
探

し
て
い
ま
し
た
。
音
楽
で
の
才
能
が
あ

る
と
分
か
り
、
マ
テ
ウ
ス
君
の
た
め
に

音
楽
教
師
を
探
し
て
い
た
と
き
、
こ
の

ポ
ー
ル
・
ハ
リ
ス
音
楽
学
校
に
出
会
っ

た
と
言
い
ま
す
。 

「
こ
の
よ
う
な
学
校
が
あ
れ
ば
、
マ
テ

ウ
ス
の
よ
う
な
子
ど
も
た
ち
は
、
こ
れ

ま
で
と
違
っ
た
視
点
で
世
界
を
と
ら
え
、

新
し
い
人
た
ち
と
出
会
う
こ
と
が
で
き

る
で
し
ょ
う
」
と
マ
テ
ウ
ス
君
の
お
父

さ
ん
。「
こ
の
学
校
が
な
か
っ
た
ら
、
障

害
の
あ
る
子
ど
も
た
ち
が
音
楽
の
才
能

を
伸
ば
す
チ
ャ
ン
ス
は
な
か
っ
た
で
し 

ょ
う
」 

（
記
事
：S

u
s
ie

 M
a

） 

★
詳
細
は
こ
ち
ら
か
ら
ご
確
認
下
さ
い
。 

『
国
際
ロ
ー
タ
リ
ー
』
日
本
語
Ｈ
Ｐ 

h
ttp

://w
w

w
.ro

ta
ry.o

rg
/ja

/ 

   

                    

５
月
29
日
（
木
）
例
会
の
案
内 

卓 
 

話 

「
遺
言
と
生
前
贈
与
」 

  
 

ジ
ブ
ラ
ル
タ
生
命
株
式
会
社 

セ
ミ
ナ
ー
専
任
講
師   

世
良 

勝
彦
さ
ん 

 

紹
介
者
：
岩
崎 

征
一
さ
ん  

 
 

広
報
委
員
会 

小
澤 

幸
男
・
青
木 

靖
高 

飯
田 

昭
夫
・
杉
浦 

令
淑 

 
 

 
 

＊
本
文
は
、
原
則
、
頂
い
た

原
稿
を
転
載
し
て
い
ま
す
。 

                       

オーストラリアが

1955年に発行し

た、ロータリー50

周年記念切手 

 
 

＜優 勝＞ 
林  順 治  

ゴルフ例会、会長切り取り杯、共に 

優勝させて頂きました。 

天気に恵まれ、運に恵まれ、ハンディ 

に恵まれ、何より荻巣さん・杉本英夫 

さん・杉本忠夫さん、素晴らしいメン 

バーに恵まれた事に感謝致します。 

ありがとうござ 

いました。 

 

 
 
 

OUT IN GROSS HDCP NET

優勝 林　順治 53 51 104 24 80

２位 春日井和良 49 46 95 13 82

優勝 岡田　尚彦 45 43 88 7 81

２位 吉田　隆彦 47 44 91 8 83

3位 吉田　憲一 49 45 94 11 83

B B 堀江　英弥 52 55 107 12 95

会
長
杯

例
　
会

  

平成2６年５月１３日(火)  

於 岐阜カンツリー倶楽部 

＜例会優勝＞ 岡田 尚彦  ＜べスグロ＞  岡田 尚彦 
＜ニアピン＞ Ｎｏ．４  春日井和良   Ｎｏ．１２ 林 順治 
＜ドラコン＞ Ｎｏ．９ 吉田 憲一   Ｎｏ．１８ 田崎雅三 

 


	「奉仕の理想」
	会員卓話
	「これからの幼児教育」
	クラブ奉仕委員会
	桑山　光俊さん
	クラブフォーラム
	「ロータリークラブにおける
	職業奉仕を考える」
	職業奉仕委員長　春日井和良
	会員卓話（３月13日例会）
	「〝ものづくり技術〟から
	企業利益を得るには
	―県内中小企業の目指すべき
	技術分野とその保護―」
	会員　飯田　昭夫さん
	親睦夜間例会 ネパールナイト！
	最終夜間例会
	親睦活動委員長挨拶

